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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＩＡ）または（ＩＢ）：
【化４８】

（式中、
（ａ）Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、Ｎであり；
（ｂ）Ｙは、ＣＨ２、Ｏ、またはＳであり；
（ｃ）Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃ、およびＸｄは、独立して、原子価を満足するように選択される
ＣＨ、ＣＨ２、Ｏ、Ｎ、ＮＨ、Ｓ、カルボニル、フルオロメチレン、およびジフルオロメ
チレンから選択され、ここでＸ基への各結合は、単結合または二重結合のいずれかであり
；
（ｄ）Ｘ２は、ハロゲン、アリール、アルキニル、またはアミノであり；
（ｅ）Ｘ４は、水素またはハロゲンであり；そして
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（ｆ）Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキル、直鎖もしくは分枝鎖
の置換もしくは非置換のアルケニル、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキ
ニル、または置換もしくは非置換のシクロアルキルであり、ここでＲ基は、１つ以上の－
Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって中断され、および／
または－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ
Ｏ２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端し、こ
こで各ＲＡおよびＲＢは、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル
、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ア
リール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルキルヘテロアリー
ル、ヘテロアリールアルキル、およびアルキルヘテロアリールアルキルから選択される）
の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２】
　式（１）：

【化４９】

（式中、Ｙは、ＣＨ２またはＳである）
の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項３】
　式（２）：
【化５０】

（式中、
ＸａおよびＸｂのうちの１つは、Ｏであり、他方は、ＣＨ２であり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項４】
　式（３）：
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【化５１】

（式中、
ＸａおよびＸｂのうちの１つは、Ｃ（＝Ｏ）であり、他方は、ＣＨ２であり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項５】
　式（４）：

【化５２】

（式中、
Ｘａ－Ｘｃ－Ｘｂは、ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２、ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２、またはＣＨ２－Ｃ
Ｈ＝ＣＨであり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項６】
　式（５）：
【化５３】

（式中、ＸａおよびＸｂのうちの少なくとも１つは、ＣＨＦまたはＣＦ２であり、他方は
、ＣＨＦ、ＣＦ２、またはＣＨ２である）
の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
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【請求項７】
　式（６）：
【化５４】

の化合物である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項８】
　Ｒは、１つ以上の－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）
－、－ＮＲＡＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、または－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって
中断される、請求項１～７のうちのいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に受容可
能な塩。
【請求項９】
　Ｒは、－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡ

ＳＯ２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、または－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端する、
請求項１～８のうちのいずれかに記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１０】
　Ｒは、２－エタンスルホン酸イソプロピルアミド、２－エタンスルホン酸エチルアミド
、２－エタンスルホン酸メチルアミド、２－エタンスルホン酸アミド、２－エタンスルホ
ン酸ｔ－ブチルアミド、２－エタンスルホン酸イソブチルアミド、２－エタンスルホン酸
シクロプロピルアミド、イソプロパンスルホン酸２－エチルアミド、エタンスルホン酸２
－エチルアミド、Ｎ－２エチルメタンスルホンアミド、２－メチル－プロパン－２－スル
ホン酸２－エチルアミド、２－メチル－プロパン－２－スルフィン酸２－エチルアミド、
２－メチル－プロパン－１－スルホン酸２－エチルアミド、シクロプロパンスルホン酸２
－エチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸イソプロピルアミド、３－プロパン－１
－スルホン酸エチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸メチルアミド、３－プロパン
－１－スルホン酸アミド、３－プロパン－１－スルホン酸ｔ－ブチルアミド、３－プロパ
ン－１－スルホン酸イソブチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸シクロプロピルア
ミド、プロパン－２－スルホン酸３－プロピルアミド、エタンスルホン酸３－プロピルア
ミド、Ｎ－３－プロピルメタンスルホンアミド、２－メチル－プロパン－２－スルホン酸
３－プロピルアミド、２－メチル－プロパン－２－スルフィン酸３－プロピルアミド、２
－メチル－プロパン－１－スルホン酸３－プロピルアミド、シクロプロパンスルホン酸３
－プロピルアミド、３－Ｎ－イソプロピルプロピオンアミド、３－Ｎ－エチルプロピオン
アミド、３－Ｎ－メチルプロピオンアミド、３－プロピオンアミド、３－Ｎ－ｔ－ブチル
プロピオンアミド、３－Ｎ－イソブチルプロピオンアミド、３－Ｎ－シクロプロピルプロ
ピオンアミド、Ｎ－２－エチルイソブチルアミド、Ｎ－２－エチルプロピオンアミド、Ｎ
－２－エチルアセトアミド、Ｎ－２－エチルホルムアミド、Ｎ－２－エチル２，２－ジメ
チル－プロピオンアミド、Ｎ－２－エチル３－メチルブチルアミド、またはシクロプロパ
ンカルボン酸２－エチル－アミドである、請求項１～７のうちのいずれか１項に記載の化
合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１１】
　Ｒは、シクロプロパンカルボン酸３－プロピル－アミド、Ｎ－３－プロピル２，２－ジ
メチル－プロピオンアミド、Ｎ－プロピル－２－メチル－プロパン－２－スルフィンアミ
ド、ｔ－ブタンスルホン酸３－プロピルアミド、またはシクロプロパンスルホン酸３－プ
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ロピルアミドである、請求項１～７のうちのいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に受容可能な塩。
【請求項１２】
　Ｘ４は、ＨまたはＦである、請求項１～１１のうちのいずれか１項に記載の化合物、ま
たはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１３】
　ＹはＳである、請求項１～１２のうちのいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学
的に受容可能な塩。
【請求項１４】
　ＹはＣＨ２である、請求項１～１２のうちのいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に受容可能な塩。
【請求項１５】
　Ｘ２は、必要に応じて置換されたヘテロアリールである、請求項１～１４のうちのいず
れか１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１６】
　Ｘ２は、フラン－２－イル、フラン－３－イル、５－メチルフラン－２－イル、１Ｈ－
ピラゾール－２－イル、１Ｈ－ピラゾール－３－イル、チアゾール－２－イル、５－メチ
ルチアゾール－２－イル、オキサゾール－２－イル、または５－メチルオキサゾール－２
－イルである、請求項１５に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１７】
　Ｘ２は、アルキニルである、請求項１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物、ま
たはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項１８】
　Ｘ２は、エチニルである、請求項１７に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な
塩。
【請求項１９】
　Ｘ２は、ハロである、請求項１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に受容可能な塩。
【請求項２０】
　Ｘ２は、Ｉである、請求項１９に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
【請求項２１】
　Ｘ２は、アミノである、請求項１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物、または
その薬学的に受容可能な塩。
【請求項２２】
　Ｘ２は、ジメチルアミノである、請求項２１に記載の化合物、またはその薬学的に受容
可能な塩。
【請求項２３】
　請求項１～２２のうちの１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩、およ
び薬学的に受容可能なキャリアを含む薬学的組成物。
【請求項２４】
　がん、または神経変性障害を、処置または予防するための組成物であって、治療上有効
な量の、請求項１～２２のうちの１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩
を含む、組成物。
【請求項２５】
　がん、または神経変性障害の処置または予防のための薬学的組成物を製剤化することに
おける、請求項１～２２のうちの１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩
の使用。
【請求項２６】
　Ｈｓｐ９０を阻害するための組成物であって、Ｈｓｐ９０の機能を阻害する量の、請求
項１～２２のうちの１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩を含む、組成



(6) JP 2014-510148 A5 2015.5.21

物。
【請求項２７】
　Ｈｓｐ９０の阻害のための薬学的組成物を製剤化することにおける、請求項１～２２の
うちの１項に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩の使用。
【請求項２８】
　式（ＩＡ）または（ＩＢ）：
【化５５】

（式中、
（ａ）Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、独立してＣＨまたはＮであり；
（ｂ）Ｙは、ＣＨ２、Ｏ、またはＳであり；
（ｃ）Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃ、およびＸｄは、独立して、原子価を満足するように選択される
ＣＨ、ＣＨ２、Ｏ、Ｎ、ＮＨ、Ｓ、カルボニル、フルオロメチレン、およびジフルオロメ
チレンから選択され、ここでＸ基への各結合は、単結合または二重結合のいずれかであり
；
（ｄ）Ｘ２は、放射標識された原子の、構造への導入のための脱離基であり；
（ｅ）Ｘ４は、水素またはハロゲンであり；そして
（ｆ）Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキル、直鎖もしくは分枝鎖
の置換もしくは非置換のアルケニル、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキ
ニル、または置換もしくは非置換のシクロアルキルであり、ここでＲ基は、１つ以上の－
Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって中断され、および／
または－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳＯ

２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端し、ここ
で各ＲＡおよびＲＢは、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、
Ｃ２～Ｃ６アルキニル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルキルヘテロアリール
、ヘテロアリールアルキル、およびアルキルヘテロアリールアルキルから選択される）
の化合物、またはその塩。
【請求項２９】
　Ｘ２は、トリアルキルスズまたは－Ｓｎ（ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）５ＣＦ３）３である
、請求項２８に記載の化合物、またはその塩。
【請求項３０】
　放射標識された化合物の形成のための前駆体としての、請求項２８または２９に記載の
化合物、またはその塩の使用。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
【化２】

（式中、
（ａ）Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、独立してＣＨまたはＮであり；
（ｂ）Ｙは、ＣＨ２、Ｏ、またはＳであり；
（ｃ）Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃ、およびＸｄは、独立して、原子価を満足するように選択される
ＣＨ、ＣＨ２、Ｏ、Ｎ、ＮＨ、Ｓ、カルボニル、フルオロメチレン、およびジフルオロメ
チレンから選択され、ここでＸ基への各結合は、単結合または二重結合のいずれかであり
；
（ｄ）Ｘ２は、ハロゲン、アリール、アルキニル、またはアミノであり；
（ｅ）Ｘ４は、水素またはハロゲンであり；そして
（ｆ）Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキル、直鎖もしくは分枝鎖
の置換もしくは非置換のアルケニル、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキ
ニル、または置換もしくは非置換のシクロアルキルであり、ここでＲ基は、－Ｓ（Ｏ）Ｎ
（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（ＲＡ）－、および－ＮＲＡＣ（Ｏ）－から選択される１つ、２つ、もしくは３つの
基によって中断され、ならびに／または－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、
－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳＯ２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、もしくは－ＮＲＡＣ
（Ｏ）ＲＢによって終端し、ここで各ＲＡおよびＲＢは、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、シクロアルキル、ヘテロアルキ
ル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アリールア
ルキル、アルキルヘテロアリール、ヘテロアリールアルキル、およびアルキルヘテロアリ
ールアルキルから選択される）
の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩が、本明細書中に開示される。
　本発明の好ましい実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　式（ＩＡ）または（ＩＢ）：
【化４８】

（式中、
（ａ）Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、Ｎであり；
（ｂ）Ｙは、ＣＨ２、Ｏ、またはＳであり；
（ｃ）Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃ、およびＸｄは、独立して、原子価を満足するように選択される
ＣＨ、ＣＨ２、Ｏ、Ｎ、ＮＨ、Ｓ、カルボニル、フルオロメチレン、およびジフルオロメ
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チレンから選択され、ここでＸ基への各結合は、単結合または二重結合のいずれかであり
；
（ｄ）Ｘ２は、ハロゲン、アリール、アルキニル、またはアミノであり；
（ｅ）Ｘ４は、水素またはハロゲンであり；そして
（ｆ）Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキル、直鎖もしくは分枝鎖
の置換もしくは非置換のアルケニル、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキ
ニル、または置換もしくは非置換のシクロアルキルであり、ここでＲ基は、１つ以上の－
Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって中断され、および／
または－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ
Ｏ２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端し、こ
こで各ＲＡおよびＲＢは、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル
、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ア
リール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルキルヘテロアリー
ル、ヘテロアリールアルキル、およびアルキルヘテロアリールアルキルから選択される）
の化合物またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目２）
　式（１）：
【化４９】

（式中、Ｙは、ＣＨ２またはＳである）
の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目３）
　式（２）：

【化５０】

（式中、
ＸａおよびＸｂのうちの１つは、Ｏであり、他方は、ＣＨ２であり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目４）
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　式（３）：
【化５１】

（式中、
ＸａおよびＸｂのうちの１つは、Ｃ（＝Ｏ）であり、他方は、ＣＨ２であり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目５）
　式（４）：
【化５２】

（式中、
Ｘａ－Ｘｃ－Ｘｂは、ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２、ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２、またはＣＨ２－Ｃ
Ｈ＝ＣＨであり；そして
Ｙは、ＣＨ２、またはＳである）
の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目６）
　式（５）：
【化５３】
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（式中、ＸａおよびＸｂのうちの少なくとも１つは、ＣＨＦまたはＣＦ２であり、他方は
、ＣＨＦ、ＣＦ２、またはＣＨ２である）
の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目７）
　式（６）：
【化５４】

の化合物である、項目１に記載の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩。
（項目８）
　Ｒは、１つ以上の－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）
－、－ＮＲＡＳＯ２－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、または－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって
中断される、項目１～７のうちのいずれかに記載の化合物。
（項目９）
　Ｒは、－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡ

ＳＯ２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、または－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端する、
項目１～８のうちのいずれかに記載の化合物。
（項目１０）
　Ｒは、２－エタンスルホン酸イソプロピルアミド、２－エタンスルホン酸エチルアミド
、２－エタンスルホン酸メチルアミド、２－エタンスルホン酸アミド、２－エタンスルホ
ン酸ｔ－ブチルアミド、２－エタンスルホン酸イソブチルアミド、２－エタンスルホン酸
シクロプロピルアミド、イソプロパンスルホン酸２－エチルアミド、エタンスルホン酸２
－エチルアミド、Ｎ－２エチルメタンスルホンアミド、２－メチル－プロパン－２－スル
ホン酸２－エチルアミド、２－メチル－プロパン－２－スルフィン酸２－エチルアミド、
２－メチル－プロパン－１－スルホン酸２－エチルアミド、シクロプロパンスルホン酸２
－エチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸イソプロピルアミド、３－プロパン－１
－スルホン酸エチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸メチルアミド、３－プロパン
－１－スルホン酸アミド、３－プロパン－１－スルホン酸ｔ－ブチルアミド、３－プロパ
ン－１－スルホン酸イソブチルアミド、３－プロパン－１－スルホン酸シクロプロピルア
ミド、プロパン－２－スルホン酸３－プロピルアミド、エタンスルホン酸３－プロピルア
ミド、Ｎ－３－プロピルメタンスルホンアミド、２－メチル－プロパン－２－スルホン酸
３－プロピルアミド、２－メチル－プロパン－２－スルフィン酸３－プロピルアミド、２
－メチル－プロパン－１－スルホン酸３－プロピルアミド、シクロプロパンスルホン酸３
－プロピルアミド、３－Ｎ－イソプロピルプロピオンアミド、３－Ｎ－エチルプロピオン
アミド、３－Ｎ－メチルプロピオンアミド、３－プロピオンアミド、３－Ｎ－ｔ－ブチル
プロピオンアミド、３－Ｎ－イソブチルプロピオンアミド、３－Ｎ－シクロプロピルプロ
ピオンアミド、Ｎ－２－エチルイソブチルアミド、Ｎ－２－エチルプロピオンアミド、Ｎ
－２－エチルアセトアミド、Ｎ－２－エチルホルムアミド、Ｎ－２－エチル２，２－ジメ
チル－プロピオンアミド、Ｎ－２－エチル３－メチルブチルアミド、またはシクロプロパ
ンカルボン酸２－エチル－アミドである、項目１～７のうちのいずれか１項に記載の化合
物。
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（項目１１）
　Ｒは、シクロプロパンカルボン酸３－プロピル－アミド、Ｎ－３－プロピル２，２－ジ
メチル－プロピオンアミド、Ｎ－プロピル－２－メチル－プロパン－２－スルフィンアミ
ド、ｔ－ブタンスルホン酸３－プロピルアミド、またはシクロプロパンスルホン酸３－プ
ロピルアミドである、項目１～７のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｘ４は、ＨまたはＦである、項目１～１１のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目１３）
　ＹはＳである、項目１～１２のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目１４）
　ＹはＣＨ２である、項目１～１２のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目１５）
　Ｘ２は、必要に応じて置換されたヘテロアリールである、項目１～１４のうちのいずれ
か１項に記載の化合物。
（項目１６）
　Ｘ２は、フラン－２－イル、フラン－３－イル、５－メチルフラン－２－イル、１Ｈ－
ピラゾール－２－イル、１Ｈ－ピラゾール－３－イル、チアゾール－２－イル、５－メチ
ルチアゾール－２－イル、オキサゾール－２－イル、または５－メチルオキサゾール－２
－イルである、項目１５に記載の化合物。
（項目１７）
　Ｘ２は、アルキニルである、項目１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目１８）
　Ｘ２は、エチニルである、項目１７に記載の化合物。
（項目１９）
　Ｘ２は、ハロである、項目１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目２０）
　Ｘ２は、Ｉである、項目１９に記載の化合物。
（項目２１）
　Ｘ２は、アミノである、項目１～１４のうちのいずれか１項に記載の化合物。
（項目２２）
　Ｘ２は、ジメチルアミノである、項目２１に記載の化合物。
（項目２３）
　項目１～２２のうちの１つに記載の化合物、および薬学的に受容可能なキャリアを含む
薬学的組成物。
（項目２４）
　がん、または神経変性障害を、処置または予防するための方法であって、該方法は、治
療上有効な量の、項目１～２２のうちの１つに記載の化合物を、それを必要としている患
者に投与することを含む、方法。
（項目２５）
　がん、または神経変性障害の処置または予防のための薬学的組成物を製剤化することに
おける、項目１～２２のうちの１つに記載の化合物の使用。
（項目２６）
　Ｈｓｐ９０の阻害のための方法であって、該方法は、Ｈｓｐ９０を、Ｈｓｐ９０の機能
を阻害する量の、項目１～２２のうちの１つに記載の化合物に接触させることを含む、方
法。
（項目２７）
　Ｈｓｐ９０の阻害のための薬学的組成物を製剤化することにおける、項目１～２２のう
ちの１つに記載の化合物の使用。
（項目２８）
　式（ＩＡ）または（ＩＢ）：
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【化５５】

（式中、
（ａ）Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、独立してＣＨまたはＮであり；
（ｂ）Ｙは、ＣＨ２、Ｏ、またはＳであり；
（ｃ）Ｘａ、Ｘｂ、Ｘｃ、およびＸｄは、独立して、原子価を満足するように選択される
ＣＨ、ＣＨ２、Ｏ、Ｎ、ＮＨ、Ｓ、カルボニル、フルオロメチレン、およびジフルオロメ
チレンから選択され、ここでＸ基への各結合は、単結合または二重結合のいずれかであり
；
（ｄ）Ｘ２は、放射標識された原子の、構造への導入のための脱離基であり；
（ｅ）Ｘ４は、水素またはハロゲンであり；そして
（ｆ）Ｒは、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキル、直鎖もしくは分枝鎖
の置換もしくは非置換のアルケニル、直鎖もしくは分枝鎖の置換もしくは非置換のアルキ
ニル、または置換もしくは非置換のシクロアルキルであり、ここでＲ基は、１つ以上の－
Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）－、－ＳＯ２Ｎ（ＲＡ）－、－ＮＲＡＳＯ２－
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＡ）－、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）－基によって中断され、および／
または－Ｓ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、－ＲＡＳ（Ｏ）ＲＢ、－ＳＯ２ＮＲＡＲＢ、－ＮＲＡＳＯ

２ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲＡＲＢ、もしくは－ＮＲＡＣ（Ｏ）ＲＢ基によって終端し、ここ
で各ＲＡおよびＲＢは、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、
Ｃ２～Ｃ６アルキニル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アルキルヘテロアリール
、ヘテロアリールアルキル、およびアルキルヘテロアリールアルキルから選択される）
の化合物、またはその塩。
（項目２９）
　Ｘ２は、トリアルキルスズまたは－Ｓｎ（ＣＨ２ＣＨ２（ＣＦ２）５ＣＦ３）３である
、項目２８に記載の化合物、またはその塩。
（項目３０）
　放射標識された化合物の形成のための前駆体としての、項目２８または２９に記載の化
合物、またはその塩の使用。
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